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京
都
評
説
愈
規
約

一
、
本
曾
は
贋
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
間
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

日
　
毎
月
一
團
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
蛮
行
す
る

筒
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

倒
　
随
蒔
研
究
権
を
開
く

一
、
本
愈
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
嘗
［
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
高
光
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
愈
員
の
申
か

ら
委
員
愈
が
推
薦
す
る

　、

{
會
は
愈
員
組
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
鰯
限
を
設
け
な

い
　
照
校
。
類
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
圃
鰹
の
名
を
以
て
入

愈
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
曾
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
五
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
隠
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
工
回
又
は
三
閣
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
藁
屋
は
會
誌
の
鵜
布
を
受
け
愈
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
鷹
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
愈
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員
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人
間
を
再
登
見
し
よ
う
！
」
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興
。
罫
。
魔
～
o
搾
哺
押
に
）

　
《
後
詑
》
　
こ
の
論
文
は
昭
勅
三
十
二
年
十
工
月
、
華
東
教
育
大
學
哲
學

科
に
提
出
し
た
學
部
卒
業
論
文
で
、
こ
の
た
び
饗
表
に
あ
た
り
、
若
干
の

加
筆
と
訂
正
を
ほ
ど
こ
し
ま
し
た
。

　
（
筆
者
菓
京
教
育
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
〔
フ
ラ
ン
ス
文
學
〕
博

　
士
課
程
學
生
）

　
な
お
、
〉
姦
昌
の
同
（
ぱ
＄
と
小
林
秀
雄
氏
の
『
ヴ
ァ
レ
リ
イ
』
に
負
う

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
3
3
き
ま
す
。
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哲
學
研
究
　
第
凶
否
七
十
五
號

な
わ
ち
絶
封
的
無
限
定
と
し
て
の
無
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
絶
封
無
」
は

「
超
一
存
在
」
・
「
超
－
本
質
」
・
「
超
－
自
我
」
で
あ
り
、
一
言
に
し
て
書

う
な
ら
絶
封
的
無
制
約
者
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
箪
な
る
否
定
的
意
味
に

止
ま
ら
ぬ
「
無
」
の
穣
極
的
意
味
が
顯
わ
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
無
は
す
べ
て
を
包
む
」
（
窯
◎
件
霧
口
α
Q
鋒
霧
ω
8
ヨ
箕
Φ
ゴ
窪
翻

獅
F
）
の
で
あ
る
。
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唯
義
記
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プ
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し
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究
i

公
　
一

　
　
　
　
會
　
　
告

　
最
近
の
諸
物
償
（
紙
代
、
郎
羅
代
、
郵
便
料
な
ど
）
の
昂

騰
の
た
め
、
本
葺
よ
り
落
去
一
ケ
年
分
一
五
〇
〇
円
（
市
販

定
償
一
務
一
五
〇
円
）
に
値
上
げ
い
た
し
ま
す
か
ら
何
卒
御

諒
承
下
さ
い
。
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會
　
　
　
告

一
、
本
禽
は
會
員
紐
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
愈
希
熱
の
方
は
京
都
市
左
京
騒
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
整
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
曾
費
（
年
一
、
五
〇
〇
圓
又
は
孕
年

七
五
〇
灘
）
を
お
携
蚕
下
さ
い

又
曾
員
へ
の
三
一
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
磯

費
に
号
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
田
代
窟
町
二
　
創
文
就

　
（
振
替
繊
座
東
京
九
二
閣
七
二
番
創
文
徹
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
愈
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
梯
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分

　
叉
は
牛
年
分
、
曾
費
は
原
測
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

　
冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
曾
費
の
攣
更
其
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牛
年
）
毎
に
精
鋒
し

　
ま
す

一
、
會
員
の
縛
手
入
退
引
の
窺
務
及
び
編
集
子
務
の
　
切
は
京

　
都
哲
學
愈
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
塞
誌
の
編
集
に
蘭
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
審
贈
雑
誌
等
は

本
腰
宛
に
お
送
り
下
さ
い
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京
郡
大
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内

昭
和
一
二
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年
五
日
〃
三
十
・
隣
印
刷

昭
測
…
二
十
よ
箇
年
六
月
　
一
　
臼
脚
蟹
行

編
集
入

嚢
行
人

印
刷
人

印
灘
所

磯
行
所

來堀堀東久土襲撃京

壁刷治蜷邦藁學

乙　　町　　　部
　　　　　　　内會六所郎二男三

郎
　
　
文
　
　
肚

東
京
都
千
代
購
臨
鶴
窟
町
　
　

振
替
口
座
　
東
京
　
九
二
闘
七
二
番

魁
話
　
丸
ノ
内
　
毬
　
贋
○
○
八
番

註
　
文
　
規
　
定

一
、
魯
員
以
外
の
購
誠
麿
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
聾
す
る

件
は
「
創
文
敏
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
謎
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
償
～

　
五
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
園
）
葡
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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